



















昭和 37 年 9 月 7 日










第 2 章では固体の光化学反応の基礎過程を統一的に論じ. 2. 3の代表的な光化学反応についてその問題
点を提示したの








































J結果 F 中心が不均一に分布している場合に限り複合中心が生じ，かっその生成には， (1) F 中心の電子の



























第 7 章はハロゲン化アルカリの放射線損傷に関するもので，塩化加里結晶の T 線着色の温度依存性，熱
的並びに光学的回復を実験的に調べ，着色中心の退色理論を提案している。
すなわち常温以下で T 線を照射した場合は F中心の熱的退色ほ特定の温度で階段的に生じるが，著者は
これらを種々の V 中心の熱的分解に対応させている。また F 中心生成の割合は照射温度 85 0K， 200 o K , 




















ハロゲン化アルカリについては F 中心を合む結晶に F 帯の光を照射すると複合中心が生じその過程で
最も重要なものは電子と解離した負イオン空格子点に正イオン空格子点が結合したものであることを明ら
かにし，かっ複合中心生成の割合の初期値を理論的iこ求め，濃度依存性，温度依存性を見事に説明し，ま
に照射したハロゲン化アルカリの熱発光の機構を明らかにするとともにその線量測定への応用の可能性を
示している等放射線物性工学上寄与するところが大きいD
よって本論文は学位論文として価値のあるものと認める口
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